























































研究 2-2 では，全国 879 箇所で勤務する職業リハビリテーション従事者を
対象に，郵送自記式質問紙調査を実施した。探索的因子分析及び確認的因子分
析を行った結果，職業リハビリテーション従事者の職務に関連したストレスは，
「就労支援に関するスキルの不足」，「関係機関との連携の困難さ」，「職業リハ
ビリテーション業務の量的負担」，「事業主支援に関する負担」の 4 因子で説
明できた。また，職業リハビリテーション従事者のスーパービジョンについて
探索的因子分析及び確認的因子分析を行った結果，「管理的機能」，「教育的機
能」，「支持的機能」の 3 因子で説明できた。これらの結果を踏まえ，職務ス
トレスとライフストレスが緩衝要因であるスーパービジョンの影響を受け，ス
トレス反応を規定する因果モデルの妥当性を，共分散構造分析にて検証した。
その結果，「就労支援に関するスキルの不足」，「関係機関との連携の困難さ」，
「職業リハビリテーション業務の量的負担」，「事業主支援に関する負担」によ
り説明される「職務ストレス」は，「ストレス反応」に影響を及ぼし，その影
響は「家族ストレス」，「経済的ストレス」から説明される「ライフストレス」
よりも大きく，「管理的機能」，「教育的機能」，「支持的機能」により説明され
る「スーパービジョン」は「ストレス反応」に対する緩衝要因として機能する
ことが確認された。さらに，スーパービジョンの実際の高得点群と低得点群の
差異について t 検定にて検証した結果，高得点群は職務ストレスが有意に低く，
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十分な頻度の下で実施されるスーパービジョンは職務ストレスの緩衝要因と
して機能することが示唆された。  
職業リハビリテーション従事者のニーズや発達段階に応じたスーパービジ
ョンを実施することにより，従事者のスキル習得を促進し，職務ストレスを軽
減できると考えられることから，これらの知見を職業リハビリテーションの実
践場面で活用することが期待される。  
 
 
 
 
